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表

症 例 PCR-SSCPE5 t二6 E7 E8 dideLOXy法 塩基変異 アミノ酸変換codon nt

若年 ZlZ2Z3Z4Z5Z6 + - - -+ - - -一 十 - - 十十ND 140 ACC.-A工Cl56 CGdel Thr-llestopcodon(21eodon下流う

成人 Z7 - - - + Nl) 140 Thr-→lleZ8 + - - - +

十:移動度L7)蜜化丈は変異が確認されたもの,±:移動度(/')変化又は変異が推定されたもの.

-:移動度の変化が認められなかったもの,ND:検索中

〔解 答〕

張 瀬端 (新大脳研神病) VCR-SSCP法で陰性と

なった例の中にもこの方法で検出できない変輿がある可

能性が残されています.こオ‖ま′り ワヤン切片を用いた

ためというよi)も,変異の種放,部位および組織中の変

異細胞の婿度i･こよるものと考えています.

〔質 問〕

中村 正 (群大脳外) p53の変異n頻度はどのくら

いか,叉良性,悪性との相関は?

3.松果体細胞腫の2生検例

症例 :いずれも67歳女性であり類似の臨床経過を辿っ

た.軽度の意識障害で発症,眼球運動を含め神経学的iこ

異常を認めず.両症例とも松果体部腫壕と診断,∝cipital

transtentorialapproachにて全摘 した.

病理学的所見 :症例 1:細胞密度の高い腫癌で,狭い

弱好酸性胞体と総純な突起を持ち,頓円形ないし楕円形

のほぼ均一な嬢を持つ細胞が,び漫性に,-部は胞巣状

〔解 答〕

古閑比佐志 (新大脳研神病) 文献的には309も程度,

自験例においても約 1.3iこ p53の変異が関与 している

と考え己■〕Ilる.癌化の initiation叉は pt･ogressionい

ずれに関与するかば現時点の症例数では,明らかにする

ことはできないが.coloneancerなどとは異な･'l比較

的早期から関与していると思1-)れる.(自験 astr(x=ytOrna

2:L-4に mutationを認めている.)
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に増殖 していた.′ト菓構造は不完全であり､明らかな

rosetteの形成は認められなか一.,た.1m管轄合繊に富む

部分では.胞体内iこ暗褐色の箱粒を含む大型Pl形細胞を

認めた.組織壊死を認めず,核分裂像も少なかった.免

疫組織化学的に瞳癌細胞は,NSE(+),synaptophysin

(+),NF68KD (+上 NF160KD L十㌦chromogranin-A
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図 1 小型異型細胞が胞巣状iこ増殖 しており,血管結合織内又はそ

の近傍に,メラニン含有細胞が認められる.HEx200
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図 2 発達 した細胞更超を有し.basallaminaで包まれたメラニン

含有掛取 撒,11と nlel三InOPhこIg(I(ヽ:IP上 陸癌細胞 (T)には

IInnultlteI(,lmPllこIe が認めi'-れる. ×1.500,挿入部 :構紋構

造を有する prenlelanosone(stagellii,1'5.000

は MこISSOn-ド()nulna染色で陽性.漂白後のlF--,-j染色で陰 腹体内および突起に多数の freemelanosomeを有する

鮭であり,メラニン額粒と考えられた.電顧所見上,腰 細胞が,主に血管周囲をこ認められた.症例2:暗褐色額

洛細胞は細胞内小器官に富んており,dens(1･.､川で(･1vesicles, 粒含有細胞を欠く点以外は,症例 1LL_ほほ頓損の光叔な

Lulnulatelamellaeも散見され .一部では′レ数Lりmelano- らぴに免疫染色所見である.超徴構造上も dense-Gored



840 新潟医学会雑誌 第 10㍗巻 第9号 平成 5年 9月

の強い種壕であ-･.,た.

考察 :㊥ 両症例とも松果体固有細胞上の頓根性が強

く.松果体固有の分化を良く保持 しており pineoeylomil

をこ属する腺癌 と考えられた⇒② メラニン含有細胞は魔

徴形態 上.陸埼細胞との取出点を有 しておL),相互L/:')移

行形も存在 し,陣場細胞内にも melanosomL,が認めま､'

れた,従って,松果体嚢質細胞の審釆持つメラニソ産生

能が.一部の腫噂細胞に強調されて現れたも(′r)上考えド)

わた.Liil瞳揚細胞は免疫染色にて ellrOmOLrrこllliIITA 陽

性であー--､た.

〔附 議〕

が集凍 していると思えたが,電顕像では確かにメラニン

産生細胞の集束が存在する.従ってメラニン願粒の見ら

れない腰癌細胞に電顕的をこプレメラノゾームが存在する

か否かが,細胞分 化 を 考える上で盈費と思 う.

I. 根 菜1人紳iLt癌の;T･:{約･車 ::･.淳 二'/i,':IH ご膏 ¥メ.3:jl'JJ･[撞/･r)1早 -i.lrli'､堂 /i L∴ lけHrnil-LLllir

h川1日[･レ̀)./L持li-:.i
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症例 :57歳,男性.1977年,頭痛.嚇気が出現.CFI､

で松果体部腫癌と水頭症が発見された.北海道大学脳神

経外科にて ･-15C.I,LT)放射線療法と ＼∴1)shuntが行わ

れ 画像上腫壕は消失 した.生検は行われていない.9

院鞍形外科で TIO Lべ′Lに瞳将が発Rされ 腫壕亜全

摘後に 5(X:,yの放射線照射を受し十 経過は良好であー-1

た.さ吊こ4年後の 1992年に,歩行困難と雨下畦 しび

図 1 と11 陸壕は均一在小型頬円形細胞よE)成る (HEx1321

b) 腫壕細胞胞体に syn(,lPtic＼･esicle-SPL.cificproteinが陽性

(x200)


